
議案第９号

鳥取県育英奨学資金貸与規則の一部改正について

鳥取県育英奨学資金貸与規則の一部を改正する規則を別紙のとおり提出しま

す。

平成２２年３月２０日

鳥取県教育委員会教育長 中永廣樹
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鳥取県育英奨学資金貸与規則の一部を改正する規則について

１ 規則の改正理由

本県の大学進学率が低いこと及び独立行政法人日本学生支援機構が貸与する無利息の学資金のうち大学等に

入学しようとする者を対象として採用するもの（以下「第一種奨学金予約採用」という。）の数に限りがある

ことにかんがみ、現在の厳しい経済情勢において、安心して受験し、又は進学できる環境を整えるため、大学

等奨学資金を第一種奨学金予約採用を補完するものに特化させることとし、その奨学生の募集を大学等に入学

しようとする者を対象として行うものに一元化する。

２ 規則案の概要

(１) 大学等奨学資金の貸与の申請のうち大学等に入学する前に行うものに係る資格を大学等への入学（当該

申請を行う年度の翌年度においてするものに限る。）をしようとする者（現行 高等学校等の第２学年に在

学する者等）に広げる。

(２) 大学等奨学資金の貸与の申請に係る資格を有する者は、(１)の資格を有する者に限ることとし、大学等

に在学する者を対象として行う奨学生の募集は、平成22年度限り廃止する。

(３) (１)及び(２)に伴い所要の規定の整備を行う。

(４) 施行期日等

ア 施行期日は、平成23年４月１日とする(２)及びこれに伴う(３)の一部を除き、平成22年４月１日とす

る。

イ 所要の経過措置を講ずる。

県育英奨学資金（大学分）の概要

区 分 改 正 後 改 正 前

貸与月額等 貸与規則 ・国公立大学 ４５，０００円 ・国公立大学 ４５，０００円

・私立大学 ５４，０００円 ・私立大学 ５４，０００円

（無利子奨学金） （無利子奨学金）

返 還 期 間 貸与規則 ・卒業後２０年以内 ・卒業後２０年以内

新規採用枠 予算措置 ・年間 ２４０名 ・年間 １２０名

募 集 時 期 貸与規則 ・予約募集（高校３年生） ・予約募集（高校２年生）

(・大学在学時募集Ｈ２２まで) ・大学在学時募集

申 請 要 件 貸与要領 ・成績要件（３．０以上） ・成績要件（３．５以上）

・所得要件 ４人世帯で、 ・所得要件 ４人世帯で、

８，５５０千円 ８，５５０千円

申 請 場 所 貸与規則 ・在学高校 ・在学高校

(・出身高校Ｈ２２まで） ・出身高校

貸与規則一部改正の ・大学在学時募集の廃止及びこれに伴う所要の規定の整備

施行期日 …平成２３年４月１日

・その他

…平成２２年４月１日

※ 貸与規則…鳥取県育英奨学資金貸与規則

貸与要領…鳥取県育英奨学資金貸与事務取扱要領

※ 太字は改正あり、細字は改正なし。

※ 網掛け部分が今回の鳥取県育英奨学資金貸与規則の改正箇所
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鳥取県育英奨学資金貸与規則の一部を改正する規則

第１条 鳥取県育英奨学資金貸与規則（昭和35年鳥取県教育委員会規則第５号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄中号の表示に下線が引かれた号（以下この条において「削除号」という。）を削り、同

表の改正後の欄中号の表示に下線が引かれた号（以下この条において「追加号」という。）を加える。

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（削除号を除く。以下この条において「改正部分」という。）に

対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分（追加号を除く。以下この条において「改正後部分」とい

う。）が存在する場合には、当該改正部分を当該改正後部分に改め、改正部分に対応する改正後部分が存在し

ない場合には、当該改正部分を削り、改正後部分に対応する改正部分が存在しない場合には、当該改正後部分

を加える。

次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分を次の表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部分に改める。

改 正 後 改 正 前

第４条の４ 高等学校等奨学資金の貸与を受けようと 第４条の４ 高等学校等奨学資金の貸与を受けようと

する者のうち第４条の２第２号の規定に該当する者 する者のうち第４条の２第２号の規定に該当する者

は、鳥取県高等学校等奨学資金貸与申請書（高等学 は、鳥取県高等学校等奨学資金貸与申請書（高等学

校等在学時申請用）（別記様式第１号の４）に、次 校等在学時申請用）（別記様式第１号の４）に、次

に掲げる書類を添付して、現に在学する高等学校等 に掲げる書類を添付して、在学高等学校等の長を経

（以下「在学高等学校等」という。）の長を経由し 由して、教育委員会に提出しなければならない。

て、教育委員会に提出しなければならない。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

（大学等奨学資金の貸与の申請） （大学等奨学資金の貸与の申請）

第５条 大学等奨学資金の貸与の申請は、予約申請と 第５条 大学等奨学資金の貸与の申請は、高等学校等

大学等在学時申請に区分して行うものとし、当該申 在学時申請と大学等在学時申請に区分して行うもの

請に係る資格を有する者は、それぞれ次に定めると とし、当該申請に係る資格を有する者は、それぞれ

おりとする。 次に定めるとおりとする。

(１) 高等学校等在学時申請 高等学校等の第２学

年に在学する者（学年による教育課程の区分を設

けない課程に在学する者にあっては、教育長が別

に定める者）

(１) 予約申請 大学等への入学（当該申請を行う

年度の翌年度においてするものに限る。）をしよ

うとするもの

(２) 略 (２) 略

第５条の２ 大学等奨学資金の貸与を受けようとする 第５条の２ 大学等奨学資金の貸与を受けようとする

者のうち前条第１号の規定に該当する者は、鳥取県 者のうち前条第１号の規定に該当する者は、鳥取県

大学等奨学資金貸与申請書（予約申請用）（別記様 大学等奨学資金貸与申請書（高等学校等在学時申請

式第１号の５）に、次に掲げる書類を添付して、教 用）（別記様式第１号の５）に、次に掲げる書類を

育委員会に提出しなければならない。ただし、高等 添付して、在学高等学校等の長を経由して、教育委

学校等を卒業しないで大学等に入学しようとする者 員会に提出しなければならない。

（高等学校等に在学する者を除く。）については、

当該申請書に第２号及び第３号に掲げる書類を添付
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して教育委員会に提出するものとする。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

２ 略 ２ 略

３ 教育委員会は、前項の規定により、貸与予定者を ３ 教育委員会は、前項の規定により、貸与予定者を

決定したときは、その旨を本人（現に高等学校等に 決定したときは、その旨を本人及びその者が在学す

在学する貸与予定者にあっては、本人及び在学高等 る高等学校等の長に通知するものとする。

学校等の長）に通知するものとする。

４ 貸与予定者は、第２項の規定による決定を受けた ４ 貸与予定者は、第２項の規定による決定を受けた

日の属する年度の翌年度に大学等に入学できなかっ 日の属する年度の翌年度の初日から起算して３年以

たときは、その資格を失うものとする。 内（定時制の課程又は通信制の課程に在学する者に

あっては、４年以内）に大学等に入学できなかった

ときは、その資格を失うものとする。

５ 略 ５ 略

別記様式第１号の５（第５条の２関係） 別記様式第１号の５（第５条の２関係）

（表） （表）

鳥取県大学等奨学資金貸与申請書（予約申 鳥取県大学等奨学資金貸与申請書（高等学

請用） 校等在学時申請用）

略 略

申請に 立 学校 年 月 在学高 立 学校

係る資 課程 科 第 学年 高等学校卒業程度 等学校 分校 課程 科 第 学年

格 在・卒 認定試験（大学入 等名

学資格検定）合格

略 略

（裏） （裏）

略 略

備考 略 備考 略

第２条 鳥取県育英奨学資金貸与規則の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄中条及び号の表示に下線が引かれた条及び号（以下この条において「移動条等」とい

う。）に対応する同表の改正後の欄中条及び号の表示に下線が引かれた条及び号（以下この条において「移動

後条等」という。）が存在する場合には、当該移動条等を当該移動後条等とし、移動条等に対応する移動後条

等が存在しない場合には、当該移動条等（以下この条において「削除条等」という。）を削る。

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（条及び号の表示並びに削除条等を除く。以下この条において

「改正部分」という。）に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分（条及び号の表示を除く。以下こ

の条において「改正後部分」という。）が存在する場合には、当該改正部分を当該改正後部分に改め、改正部

分に対応する改正後部分が存在しない場合には、当該改正部分を削る。

改 正 後 改 正 前

（大学等奨学資金の貸与の申請） （大学等奨学資金の貸与の申請）

第５条 大学等奨学資金の貸与の申請に係る資格を有 第５条 大学等奨学資金の貸与の申請は、予約申請と

する者は、大学等への入学（当該申請を行う年度の 大学等在学時申請に区分して行うものとし、当該申

翌年度においてするものに限る。）をしようとする 請に係る資格を有する者は、それぞれ次に定めると
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者とする。 おりとする。

(１) 予約申請 大学等への入学（当該申請を行う

年度の翌年度においてするものに限る。）をしよ

うとするもの

(２) 大学等在学時申請 大学等に在学する者

第５条の２ 大学等奨学資金の貸与を受けようとする 第５条の２ 大学等奨学資金の貸与を受けようとする

者は、鳥取県大学等奨学資金貸与申請書（別記様式 者のうち前条第１号の規定に該当する者は、鳥取県

第１号の５）に、次に掲げる書類を添付して、教育 大学等奨学資金貸与申請書（予約申請用）（別記様

委員会に提出しなければならない。ただし、高等学 式第１号の５）に、次に掲げる書類を添付して、教

校等を卒業しないで大学等に入学しようとする者 育委員会に提出しなければならない。ただし、高等

（高等学校等に在学する者を除く。）については、 学校等を卒業しないで大学等に入学しようとする者

当該申請書に第２号及び第３号に掲げる書類を添付 （高等学校等に在学する者を除く。）については、

して教育委員会に提出するものとする。 当該申請書に第２号及び第３号に掲げる書類を添付

して教育委員会に提出するものとする。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

２～５ 略 ２～５ 略

第５条の３ 大学等奨学資金の貸与を受けようとする

者のうち第５条第２号の規定に該当する者は、鳥取

県大学等奨学資金貸与申請書（大学等在学時申請

用）（別記様式第４号）に、次に掲げる書類を添付

して、出身高等学校等の長を経由して、教育委員会

に提出しなければならない。ただし、高等学校等を

卒業しないで大学等に入学した者については、当申

請書に第２号から第４号までに掲げる書類を添付し

て教育委員会に提出するものとする。

(１) 鳥取県大学等奨学資金貸与推薦調書

(２) その者の属する世帯の所得を証する書類

(３) 在学証明書

(４) その他教育委員会が必要と認める書類

（連帯保証人等） （連帯保証人等）

第５条の３ 略 第５条の４ 略

２及び３ 略 ２及び３ 略

（奨学資金の貸与の決定及び通知） （奨学資金の貸与の決定及び通知）

第５条の４ 教育委員会は、第４条の４の規定による 第５条の５ 教育委員会は、第４条の４若しくは第５

申請書又は第４条の３第５項若しくは第５条の２第 条の３の規定による申請書又は第４条の３第５項若

５項の規定による届出書の提出があった場合におい しくは第５条の２第５項の規定による届出書の提出

ては、その内容を審査し、奨学資金を貸与すること があった場合においては、その内容を審査し、奨学

が適当と認めたときは、貸与の決定をし、その旨を 資金を貸与することが適当と認めたときは、貸与の

本人に通知するものとする。 決定をし、その旨を本人に通知するものとする。
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別記様式第１号の５（第５条の２関係） 別記様式第１号の５（第５条の２関係）

（表） （表）

鳥取県大学等奨学資金貸与申請書 鳥取県大学等奨学資金貸与申請書（予約申

請用）

略 略

（裏） （裏）

略 略

備考 略 備考 略

別記様式第２号（第５条の２関係） 別記様式第２号（第５条の２、第５条の３関係）

略 略

備考 略 備考 略

第３条 鳥取県育英奨学資金貸与規則の一部を次のように改正する。

別記様式第４号を次のように改める。

別記様式第４号 削除

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成22年４月１日から施行する。ただし、第２条及び第３条の規定は、平成23年４月１日から

施行する。

（経過措置）

２ 第１条の規定による改正後の鳥取県育英奨学資金貸与規則第５条の２第４項の規定は、この規則の施行の日

以後新たに貸与予定者として決定する者について適用し、同日前に貸与予定者として決定されている者につい

は、なお従前の例による。

３ 第２条の規定による改正後の鳥取県育英奨学資金貸与規則の規定は、平成23年４月１日以後に行われる貸与

の申請について適用し、同日前に行われる貸与の申請については、なお従前の例による。


